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4. 目標達成に必要な施策 
4.1 施策の概要 
将来都市像を実現するために前述で設定した戦略目標に基づき、都市交通の課題に適切に対応

し、関係者が共通の目標のもとに連携・協働し、ハード・ソフト施策を総合的に組み合わせて推

進する取組みが必要です。 
将来都市像を実現するために前述で設定した 4つの戦略目標に基づき、主な施策を整理します。 

表 4-1 戦略目標Ⅰにおける施策の概要 

戦略目標Ⅰ 誰もが暮らしやすく、外出・移動しやすい交通体系の構築 

施策１：幹線道路における安心・安全な歩行空間の創出 

・ 幹線道路において、誰もが安全に安心して歩くことができる歩行空間の整備を推進します。

施策２：自転車利用環境の向上 

・ 自転車・歩行者の安全を確保するため、自転車レーン等の自転車通行空間の確保・整備につ

いて、基本的な考えをまとめつつ、警察とも協議をしながら現時点で緊急を要することから

適時対応するとともに、今後関係部局と協議して自転車ネットワーク計画の策定を目指しま

す。 

施策３：バス交通サービスの拡充 

・ 日常の身近な交通手段として、市内及び市外の鉄道駅や主要施設等を結び、広域連携軸や地

域連携軸の役割を担う路線バスを今後も維持するため、利便性向上を図ります。また、中心

市街地を巡回し移動サービスを担うローズバスは、既存路線バスとの役割分担を図り、利用

者のニーズや需要に応じた運行の見直しを行います。また、各交通手段の役割の整理を行い、

ローズバスの運賃体系についても適正化を図ります。 

施策４：移動環境におけるバリアフリー化の推進 

・ 歩行空間や公共交通施設（鉄道・バス等）のバリアフリー化、ユニバーサルデザイン化を進

め、安全で安心な移動環境を創出します。 

施策５：子どもや高齢者の交通安全 

・ 高齢化の進展に伴う、高齢者事故の増加の防止や交通安全意識の向上と交通ルールの遵守を

図るために、交通安全啓発活動や小学生や高齢者を対象とした交通安全教室や自転車安全教

室などの交通安全教室を継続的に展開します。 

 

表 4-2 戦略目標Ⅱにおける施策の概要（1/2） 

戦略目標Ⅱ 拠点の活力促進に向けた交通環境の充実 

施策６：鉄道駅等へのアクセス道路の整備推進 

・ 市内の拠点として、交通結節点である鉄道駅へのアクセス機能を有する道路の計画的な整備

を進めます。また、鉄道駅へのアクセスが改善されることで、路線バスが駅前まで乗入れが

可能になる等、公共交通を支える幹線道路として期待できます。 

施策７：公共交通による拠点へのアクセス改善 

・ 路線バスの駅前まで乗入れや、乗継割引の導入、ダイヤ改正により移動時間の短縮、料金負

担の低減により公共交通によるアクセスの改善を図ります。 
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表 4-3 戦略目標Ⅱにおける施策の概要（2/2） 

戦略目標Ⅱ 拠点の活力促進に向けた交通環境の充実 

施策８：駅前広場の整備推進 

・ 市内には、駅前広場が未整備や暫定供用の鉄道駅があるため、バス停が離れている箇所もあ

ります。公共交通の広域連携軸や地域連携軸の役割を担う路線バスと鉄道との乗継拠点とな

る交通結節点において駅前広場の整備行います。 

施策９：交通結節機能の拡充 

・ 交通結節機能を充実させるため、各結節点へのアクセス性や施設配置、新たな結節点の検討

を行います。 

また、郊外の主要バス停等でのバス同士や他の交通手段との乗継利便性等の交通結節機能の

向上を図る検討を行います。 

 

表 4-4 戦略目標Ⅲにおける施策の概要 

戦略目標Ⅲ 人流・物流や都市の魅力づくりを支える交通ネットワークの形成 

施策１０：都市計画道路の整備推進 

・ 岸和田市の都市計画道路の整備率は、平成27年時点で整備率が54.1％となっています。 

岸和田市の交通ネットワークを形成するためには、岸和田市と近隣都市間を結ぶ南北方向の

広域幹線道路と、市内の中心部及び拠点などへのアクセス性を高める東西方向の市内幹線道

路の整備が不可欠です。 

そのため、今後更に、自動車交通を円滑にする都市計画道路の整備を推進します。 

施策１１：公共交通網の拡充 

・ 公共交通機関の連携強化を図り、鉄道駅間の路線バスによる乗り継ぎ利便性の向上や、鉄道

の延伸、高速バス路線の拡充等により、公共交通網の充実を図り、広域拠点へのアクセス性

の向上、都市間の連携強化を図ります。 

施策１２：災害時における交通ネットワークの確保 

・ 既存の緊急交通路の幅員の拡大や改良等を推進するとともに、これらと交通、輸送及び災害

対策等の拠点へのアクセス道路を有機的に連絡させて緊急交通路ネットワークの多重化を図

ります。 

施策１３：交差点等における交通混雑の緩和 

・ 市内の主要渋滞箇所に選定されている交差点や踏切における交通混雑を緩和するため、交差

点や踏切におけるハード面及びソフト面の対策を推進します。また、「緊急に対策の検討が必

要な踏切」に指定されている市内7箇所の踏切のうち、対策が行われていない踏切を対象に、

今後の対策の実施に向けた関係機関との協議・調整・対策の実施を推進します。 

施策１４：市民や来訪者にとっても利用しやすい公共交通情報の充実 

・ 観光やビジネスなどの来訪者をはじめ、岸和田市民の回遊性の向上を図るために、市内の公

共交通の乗り継ぎ方法等の公共交通に関する案内をはじめ、目的地までのルートや岸和田市

内の観光施設やイベント情報等の情報提供を行います。 
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表 4-5 戦略目標Ⅳにおける施策の概要 

戦略目標Ⅳ 地域とともにすすめる安心・安全な交通環境の確保 

施策１５：地域住民主体による持続可能な公共交通体系の確立 

・ 公共交通を継続的に運行し、利用されていくためにも、公共交通を地域全体で支え合い、持

続可能なものとしていく取組みを実施していくことが必要と考えられます。そのため、持続

可能な公共交通体系の確立を図るために、市と地域住民、交通事業者の連携による取組みを

実施していきます。 

施策１６：協働による地域バス等の導入検討 

・ 地域住民が主体となって地域の実情に合ったまちづくりや交通について考え、市と地域住民、

交通事業者が協働で新たな交通サービスの導入を検討します。 

施策１７：生活道路等における歩行者の安全な通行の確保 

・ 生活道路における歩行者等の安全な通行を確保するため、路側帯の設置・拡幅やゾーン規制

の設定等により交通安全対策を実施します。 

また、抜け道として利用されやすい通学路や小学校周辺地域などでは、児童の通学・下校時

の安全性の確保を図るために、教育委員会と道路管理者等が連携して合同点検を実施し、歩

道の整備・路側帯のカラー化のほか、安全柵の設置等の交通安全対策施設を整備します。 

施策１８：地域住民による通学路等での安全確保 

・ 通学路や小学校周辺地域などにおいて、通学児童の見守り活動、交通指導取締り、交通安全

教育、ドライバーに対する思いやり運転の呼びかけ等の地域住民・企業等による自主活動の

推進を図ります。 
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5. 評価指標・数値目標の設定 
5.1 評価指標の設定 
本計画では、将来都市像を実現するために前述で設定した戦略目標の達成を目指し、目標値を

定めるとともに、目標達成に必要な施策の着実な実施とその検証のために評価指標を設定します。 
評価指標については、定量的な指標とあわせて、市民の意識や満足度の指標を設定し、施策の

実施による効果や目標値に対する達成状況を確認します。また、施策の実施による効果や目標値

に対する達成状況の確認の際、交通手段分担率や外出率等の指標は、現況値の把握が可能となっ

た段階で追加するものとします。 

表 5-1 戦略目標と評価指標の関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 
 

市内をスムーズに移動でき

ると感じている市民の割合

〔戦略目標：Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ〕

戦略目標 期待される効果 評価指標

戦略目標 I 
誰もが暮らしやすく、 
外出・移動しやすい 
交通体系の構築 

戦略目標 II 
拠点の活力促進に 
向けた交通環境の充実 

戦略目標 III 

人流・物流や都市の 
魅力づくりを支える 
交通ネットワークの形成

戦略目標 IV 

地域とともにすすめる 
交通環境の確保 

ユニバーサルデザイン化が

進んでいると感じている市

民の割合 

〔戦略目標：Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ〕

安心して歩道を通行するこ

とが出来ると感じている市

民の割合 

〔戦略目標：Ⅰ、Ⅱ、Ⅳ〕

人口に対するバス乗車人員

が占める割合 

〔戦略目標：Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ〕

岸和田が多くの観光客でに

ぎわい、観光の振興が十分な

状態であると感じている市

民の割合 

〔戦略目標：Ⅱ、Ⅲ〕 

地域住民による地域の公共

交通を考える検討会の開催

実績 

〔戦略目標：Ⅳ〕 

人口に対する鉄道駅乗車人

員が占める割合 

〔戦略目標：Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ〕

鉄道駅周辺の市街地に活気

があると感じている市民の

割合 

〔戦略目標：Ⅱ、Ⅲ〕 

子どもが地域で安全に遊べ

ると感じている市民の割合

〔戦略目標：Ⅳ〕 

 

⑧地域住民による地域の公共

交通に対する意識醸成が図ら

れる 

⑨地域主体による取組みによ

り、日常生活に必要な移動手

段が確保される 

④鉄道駅アクセス道路や駅前

広場の整備により、公共交通

をはじめとした移動手段で拠

点へのアクセスがしやすくな

る 

②路線バスやローズバスのル

ート見直しやダイヤ改正によ

り、公共交通の利便性が向上

し、利用しやすくなる 

③交通安全の啓発活動等によ

る交通マナーの向上により、

安心・安全に移動が出来る 

①歩行空間・自転車走行空間

の整備やバリアフリー化等に

より安心・安全に移動できる 

⑦公共交通の情報案内によ

り、公共交通が利用しやすく

なる 

⑤鉄道駅アクセス道路や駅前

広場の整備により、歩行者が

安心して回遊でき、にぎわい

が創出される 

⑥道路網整備や公共交通網の

充実により、隣接市や市内の

移動が便利になる 

⑩地域住民による通学路の見

守り等による安全確保や生活

道路の歩行空間の整備によ

り、安心・安全に移動できる 
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5.2 評価指標における数値目標の設定 
本計画の戦略目標を実現するため、計画期間中に達成すべき各評価指標について、目標値を次

のように設定します。 
 

表 5-2 評価指標の現況及び目標値 

 評価指標 現況値 目標値 

定
量
的
な
指
標 

人口に対する鉄道駅乗車人員が占める割合 24.2％ 

（H28） 
26.0％ 

人口に対するバス乗車人員が占める割合 
1.91％ 

（H28） 
2.10％ 

地域住民による地域の公共交通を考える検討会の

開催実績 

0件 

（H29） 
6件 

市
民
の
意
識
や
満
足
度
の
指
標 

安心して歩道を通行することが出来ると感じてい

る市民の割合 

22.3％ 

（H29） 
22.3％ 

ユニバーサルデザイン化が進んでいると感じてい

る市民の割合 
6.4％ 

（H29） 
8.0％ 

市内をスムーズに移動できると感じている市民の

割合 

31.5％ 

（H29） 
37.0％ 

鉄道駅周辺の市街地に活気があると感じている市

民の割合 

14.6％ 

（H29） 
18.0％ 

岸和田が多くの観光客でにぎわい、観光の振興が十

分な状態であると感じている市民の割合 

13.9％ 

（H29） 
19.0％ 

子どもが地域で安全に遊べると感じている市民の

割合 

25.3％ 

（H29） 
25.3％ 
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評価指標の算出方法 
交通まちづくりアクションプラン〔総合交通戦略編〕において設定した評価指標の現況値、目

標値及び算出方法について、以下に示します。 

人口に対する鉄道駅乗車人員が占める割合 (1) 
市内の各鉄道駅（ＪＲ阪和線：久米田・下松・東岸和田、南海本線：春木、和泉大宮、岸和田、

蛸地蔵）における 1日平均乗車人員の合計値を本市の総人口で除した値とします。 
目標値は、平成 28年度から平成 34年度にかけての毎年の増加率を平成 21年度から平成 27年

度までの人口に対する鉄道駅乗車人員が占める割合平均増加率（0.26％）で増加するものとして、
設定しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 人口に対する鉄道駅乗車人員が占める割合の推移と目標値 

 
 
 
 
 
  

現況値 

24.1％（Ｈ28） 

目標値 

26.0％ 

【データの出典】各鉄道事業者の 1日平均乗車人員（数字で見るきしわだ（統計情報）） 
        岸和田市人口（数字で見るきしわだ（統計情報）） 
【確認頻度】毎年 
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人口に対するバス乗車人員が占める割合 (2) 
市内の路線バスの 4 路線（牛滝線、葛城線、福田線、東ケ丘線）及び地域巡回ローズバスの 1

日平均乗車人員の合計値を本市の総人口で除した値とします。 
目標値は、岸和田市総合戦略のまちの拠点形成プロジェクトでの具体的な取組（拠点間をつな

ぐスムースな移動の実現）において、重要業績評価指標（ＫＰＩ）で設定されている市内で運行

されているバス 1 日平均乗車人数を本市における推計人口で除した値で設定している。 
なお、バスの 1 日平均乗車人数は減少傾向にあるため、岸和田市総合戦略で設定されているバ

ス 1 日平均乗車人数（4,100人：平成 30年）とし、推計人口については（194,968人：平成 32
年）を用いて算出している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 人口に対するバス乗車人員が占める割合と 1日平均乗車人員の推移と目標値 

 
 
 
 
 
 
 

  

現況値 

1.91％（Ｈ28） 

目標値 

2.10％ 

【データの出典】地域巡回バス及びバス事業者の 1日平均乗車人員 
        岸和田市人口（数字で見るきしわだ（統計情報）） 
【確認頻度】毎年 
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地域住民による地域の公共交通を考える検討会の開催実績 (3) 
地域が主体となり地域の公共交通について考える検討会を開催した実績件数とします。 
目標値は、市内各地域（都市中核地域、岸和田北部地域、葛城の谷地域、岸和田中部地域、久

米田地域、牛滝の滝地域）で各 1件開催された値とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
安心して歩道を通行することが出来ると感じている市民の割合 (4) 

岸和田市まちづくりビジョン（第 4次岸和田市総合計画）において設定している指標の 1つで
ある「安心して歩道を通行することが出来ると感じている市民の割合」とします。 
目標値は、市民意識調査による平成 29年の現況値が、岸和田市まちづくりビジョン（第 4次岸

和田市総合計画）の第 2期戦略計画（平成 27年 3月）策定時に設定された目指そう値（21.0％：
平成 30 年）を上回る結果となり、今後も平成 29 年度の現況値を維持していく必要があるため、
平成 29年度の現況値とします。 

 
 
 
 
 
 
 

 

ユニバーサルデザイン化が進んでいると感じている市民の割合 (5) 
岸和田市まちづくりビジョン（第 4次岸和田市総合計画）において設定している指標の 1つで

ある「ユニバーサルデザイン化が進んでいると感じている市民の割合」とします。 
目標値は、岸和田市まちづくりビジョン（第 4次岸和田市総合計画）の第 2期戦略計画（平成

27年 3月）策定時に設定された目指そう値とする。 
 
 
 
 
 
 
 

現況値 

0件（H29） 

目標値 

6件 

【データの出典】地域住民による地域の公共交通を考える検討会の開催実績件数 
【確認頻度】毎年 

現況値 

22.3％（H29） 

目標値 

22.3％ 

【データの出典】 市民意識調査による安心して歩道を通行することが出来ると感じてい
る市民の割合 

【確認頻度】毎年 

現況値 

6.4％（H29） 

目標値 

8.0％ 

【データの出典】 市民意識調査によるユニバーサルデザイン化が進んでいると感じてい
る市民の割合 

【確認頻度】毎年 
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参考資料 

 
 

市内をスムーズに移動できると感じている市民の割合 (6) 
岸和田市まちづくりビジョン（第 4次岸和田市総合計画）において設定している指標の 1つで

ある「市内をスムーズに移動できると感じている市民の割合」とします。 
目標値は、岸和田市まちづくりビジョン（第 4次岸和田市総合計画）の第 2期戦略計画（平成

27年 3月）策定時に設定された目指そう値とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
鉄道駅周辺の市街地に活気があると感じている市民の割合 (7) 

岸和田市まちづくりビジョン（第 4次岸和田市総合計画）において設定している指標の 1つで
ある「鉄道駅周辺の市街地に活気があると感じている市民の割合」とします。 
目標値は、岸和田市まちづくりビジョン（第 4次岸和田市総合計画）の第 2期戦略計画（平成

27年 3月）策定時に設定された目指そう値とする。 
 
 
 
 
 
 
 

 

岸和田が多くの観光客でにぎわい、観光の振興が十分な状態であると感じている市民の割合 (8) 
岸和田市まちづくりビジョン（第 4次岸和田市総合計画）において設定している指標の 1つで

ある「岸和田が多くの観光客でにぎわい、観光の振興が十分な状態であると感じている市民の割

合」とします。 
目標値は、岸和田市まちづくりビジョン（第 4次岸和田市総合計画）の第 2期戦略計画（平成

27年 3月）策定時に設定された目指そう値とする。 
 
 
 
 
 
 

  

現況値 

31.5％（H29） 

目標値 

37.0％ 

【データの出典】 市民意識調査による市内をスムーズに移動できると感じている市民の
割合 

【確認頻度】毎年 

現況値 

14.6％（H29） 

目標値 

18.0％ 

【データの出典】 市民意識調査による鉄道駅周辺の市街地に活気があると感じている市
民の割合 

【確認頻度】毎年 

現況値 

13.9％（H29） 

目標値 

19.0％ 

【データの出典】 市民意識調査による岸和田が多くの観光客でにぎわい、観光の振興が
十分な状態であると感じている市民の割合 

【確認頻度】毎年 
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参考資料 

 
 

子どもが地域で安全に遊べると感じている市民の割合 (9) 
岸和田市まちづくりビジョン（第 4次岸和田市総合計画）において設定している指標の 1つで

ある「子どもが地域で安全に遊べると感じている市民の割合」とします。 
目標値は、市民意識調査による平成 29年の現況値が、岸和田市まちづくりビジョン（第 4次岸

和田市総合計画）の第 2期戦略計画（平成 27年 3月）策定時に設定された目指そう値（23.8％：
平成 30 年）を上回る結果となり、今後も平成 29 年度の現況値を維持していく必要があるため、
平成 29年度の現況値とします。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
※ （４）～（９）の目標値については、まちづくりビジョンの目指そう値としているため、新
たな目指そう値が設定された場合は、見直しを行います。 

 
  

現況値 

25.3％（H29） 

目標値 

25.3％ 

【データの出典】 市民意識調査による子どもが地域で安全に遊べると感じている市民の
割合 

【確認頻度】毎年 
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